
締
平成 27年 1月 1日

平成27年 4月 1日改定 。実施の日本卓球ルール (改定概要)

公益財団法人 日本卓球協会

平成26年9月1日の国際卓球連盟のルール改定を受け、国内のルール改定を行います。また、一
部国内解

釈等に関する文言修正も行います。

(倒 ・波線のアンダーラインは、国際卓球連盟 ⊂□W)が 2014年 に新設 ・変更 ・追加したことを示す。
'二重線のアンダーラインは、日本卓球協会が2015年 (平成27年)版 で修正したことを示曳
。一重線のアンダーラインは、日本卓球ルール (国隣'レールとは異なる)音呂分を示丸
・※は、条文ではなく今回の変更に伴う説明。

1.条 文

第1章 節 い―ル

1,4 ラ ケット

1.4.4ラ バーは、ラケット本体のタト周いつぱいまで、しかも外にはみ出ないように覆うものとする。ただ
し、柄に最も近い指によって握られる部分は、被覆されなくても、またいかなる材料で被覆されて
いてもよい。

※ 「柄にもつとも近い部分及び指によつて握られる部分」の解釈修正のため。
1 . 5  定 義

上旦螺 全文削除。1,5,15を1.5.14に項目番号繰 り上↓坑

1.6 サ ービス

1.6.1サ ーバーは、フリーハンドの手のひらを開き、その上につかむことなく自由に転がる状態でボール

をのせ、静止させる。この状態からサービスは開始される。

※ 「手のひらを開き」に続く 「平らにし」を削除 (国内文言修正)

醸 サーバーは、ボールが落下する途中を打つものとし、そのボールが最初に自領コー トに触れた後、
レシーバーのコー トに直接触れるように打球する。ダブルス競技では、そのボールが最初にサーバ
ーのライ トハーフコー トに触れ、続いてレシーバーのライ トハーフコー トに角虫れなければならな

い 。

※ 「自領コートに触れ、」以降の 「次いでネットアセンブリを越えるかまたはう回し」を削院

1.7 ジ ターン

1.7,1相手競技者からサービスまたはリターンされたボールは、直接あるいはネットアセンブリに触れた

後に相手コー トに触/しるように打たれなければならない。

※ 「リターンされたボールは、」以降の 「ネットアセンブリを越えまたはう回して通過し、」を削院

1.9 レ ット

上比上上サービスの際、正しく出されたサービスがサーバーのコー トでバウン ドした後、ネットアセンブ

リに角虫れて相手コー トに入つた場合、あるいはネットアセンブリに角虫れたボールが、レシーバー

(またはパー トナー)によつて「オブス トラクション」された場合。

※ 「バウンドした後、」以降の 「ボールがネットアセンブリを越えまたはう回して通過する時に」を削院

1,10 ポ イント

製生妓 盤議避童剣陸逮式ョ盟童二左出ΩttA二 と醍黛とム        蟻
とプレーイングサーフェスの間を通過した場合。
※以降、項目番号を繰り下↓戊

1.10.1.15ダブルスの組のうち少なくとも競技者の一人が、身体的障害により車柿子を使用 している場

合、相手競技者の車柿子の一部あるいは立位の競技者の足がセンターラインの延長線を越え

た殊 。

第 2章 競技ルール



2.2.1 認 可及び承認

2.2.1.4.3.6ラ バーは、公認マークやメーカーの商標 ・ロゴ等が、ラケットの柄に最も近く、はつきり見

えるように貼 らなければならない。打球面に貼るラバーは柄を除く全面に貼るものとするが、

指の当たる部分を避けて貼ることができる。またラバーの指の当たる部分がわず力Wこ損傷 し

た場合については、審判長が打球に影響がないと判断した場合のみ、そのまま使用できる。

※英訳の修正

2.2.2,9対 戦する競技者または組の競技者の、競技用シャツは、互いに区別ができる程度に異なった特徴

企≧1輔期墜 量程度塁塁鐘 た負の競技用立ャンで競技ヒなければならな塗。
※ 「競技用シャツ」に続く 「、ショーツまたはスカート」を肖」除

2,2.4 ラ ケットヨン トロータレ

2.2.4.4主 要な大会では、審判長が定めた方法により通常マッチ前に、ITTF、 JTTA公 認の検査器

を用いたラケット検査が行われる。マッチ前の検査で基準を超える揮発性有機溶剤が検知された

場合、そのラケットは使用できない。マッチ後の検査で競技者のラケットに基準を超える揮発J性

有機溶剤が検知された場合には、その競技者に対してそのマノチのみの負けが宣告される。同じ

大会で同一競技者のラケットについてラケット検査で2回 掃発性有機溶斉」が検知された場合、そ
の競技者はその大会のそれ以降のマッチに出場できない失格処分とされる。

ラケット検査で、競技者のラケットに基準を超える揮発性有機溶剤が検知 された場合、その競技

者の氏名が所属加盟団体に報告される。

※文言 「またはマッチ後」及び 「マッチ後」の削除
2.2.4.9全 ての競技者には、希望すれば、マッチ前にペナルティーの科せ られない自主 (ボランタリー)

検査を受ける権利が与えられている。

※文言の修正

2,2.5広 告とマーキング

2.2.5,6テ ーブル天板の各半面の各サイ ドの側面に lヶ所ずつ及び各エンドの側面に lヶ所ずつ製造業

者やメーカーの名前やロゴの恒久的な広告と、それ以外に一時的な広告をつけることができる

が、それぞれの広告の全長は60cm以下でなければならない。
一時的な広告は、恒久的な広告と

は明らかに離れた位置につけるものとし、他の卓球用具メーカーの広告であつてはならない。

また、テーブルの製造業者やメーカーの広告 ・ロゴ ・名前、及びテーブルの名前は、大会のタ

エ上生≧遜∠立三歪≧盗場全量墜上玉ェ天板を支える脚や台につけることはできない。

※文言の整理 ・修正

2.342主 審、副審、ス トロークカウンター

製 適逆 「サービスがその他の点では正規なものであるとき、ボールがネットアセンブリに触れた」と
いう判定。
※ 「ボールが」に続く 「ネットを越えるかう回する時に」を削除

2,4,2 用 具

五土ユv上上 競技者が競技領域に来る前に1個以上のボールを選択する機会を競技者に与えなければなら
ない。            選 択されたボールで行われなければならない。

独 と上、2競 技者が競技領域に来る前にボールが選択されていない場合、あるいは競技者双方の間で使

ど壁五金ぶヱ之長2豊K食重資量生喰易金は、指定されたボールの入つている箱の中から、主審
が無作為に1個 のボールを選び、そのボールでマッチは行われなければならない。
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